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編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

食
前
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
食
後
の
「
ご
ち
そ

う
さ
ま
」。

日
本
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
違
和
感
な
く
使
っ
て

い
る
言
葉
で
す
。で
も
、こ
の
言
葉
、日
本
独
特
の
表

現
だ
と
い
う
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
？

英
語
で
は
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
さ
あ
、
食
べ
よ
う
」と
か「
美
味
し
い
料
理
を
あ

り
が
と
う
」な
ど
と
表
現
す
る
み
た
い
で
す
。

日
本
で
は
、
食
べ
物
は「
神
の
恵
み
」で
あ
り
、
命

あ
る
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
考
え
が
あ
る

た
め
、
作
っ
て
く
れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
神
に

対
す
る
感
謝
が
込
め
ら
れ
る
の
で
す
。

海
外
で
も
食
べ
物
に
感
謝
す
る
気
持
ち
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
こ
う
い
う
表
現
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
…
心
を
込
め
て「
い
た
だ
き
ま
す
」。

（
亙
）

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』

発行所 ： 寒川神社社務所
〒253-0195 神奈川県高座郡寒川町宮山3916
電　　　話：0467（75）0004㈹
編集責任者：野村 尚広
印　刷　所：株式会社 さんこうどう
http://www.samukawajinjya.jp

第506号 平成28年10月1日

次号『相模507号』は
平成29年1月1日㈰に発行します

流鏑馬神事復興50年
記念行事開催

特　集 神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の

神
かみ

様
さま

って何
なん

人
にん

くらいいるの？ 初
はつほりょう

穂料って何
なに

？
まずは、神

かみ
様
さま
の数
かぞ
え方
かた
は知

し
っていますか？「～人

にん
」とか「～

名
めい
」ではなく、正

せい
解
かい
は「～柱

はしら
」です。

さて、神
かみさま
様が何

なんはしら
柱くらいいらっしゃるのかという質

しつもん
問

ですが、正
しょうじき
直なところ分

わ
かりません。寒

さむかわじんじゃ
川神社には

寒
さむかわひこのみことさま
川比古命様と寒

さむかわひめのみことさま
川比女命様の二

ふたはしら
柱の神

かみさま
様がいらっ

しゃいますが、日
にほんぜんこく
本全国ではどうかというと…。よく、

八
やおよろず
百万の神

かみさま
様といいますが、これは800 万

まんはしら
柱という実

じっさい
際

の数
かず
を表
あらわ
しているのではありません。数

かぞ
えきれないほど

多
おお
いという意

い み
味なのです。

古
ふる
くより日

にほん
本では全

すべ
ての物

もの
に神
かみさま
様が宿

やど
ると考

かんが
えられてきました。

自
じぶん
分たちの周

まわ
りには神

かみさま
様が大

おおぜい
勢いらっしゃいます。いつ

も色
いろいろ
々な神

かみさま
様が見

みまも
守ってくれていると思

おも
うと心

こころづよ
強いです

が、常
つね
に正
しょうじき
直に過

す
ごさなければいけないのです。

神
じんじゃ
社ではお守

まも
りやお札

ふだ
の値

ねだ ん
段のことを「初

はつほりょう
穂料」とい

います。
では「初

はつほ
穂」とは何

なに
かというと、その年

とし
に初
はじ
めて収

しゅうかく
穫され

たお米
こめ
のことをいいます。古

ふる
くから日

にほん
本では、この初

はつほ
穂を

豊
ほうさく
作に対

たい
する感

かんしゃ
謝のしるしとして神

かみさま
様にお供

そな
えする風

ふうしゅう
習が

あります。これは現
げんざい
在でも受

う
け継

つ
がれており、秋

あき
の「新

にい

嘗
なめさい
祭」には初

はつほ
穂がお供

そな
えされます。

本
ほんらい
来は「初

はつほ
穂」をお供

そな
えすることにより、神

かみさま
様に対

たい
する感

かん

謝
しゃ
の気

き も
持ちを表

あらわ
すのですが、実

じっさい
際にお米

こめ
を作
つく
っていない

人
ひと
はお供

そな
えをすることができません。

そこで「初
はつほ
穂」の代

か
わりにお金

かね
をお供

そな
えするようになった

のです。そして現
げんざい
在では神

じんじゃ
社にお供

そな
えするお金

かね
のことを広

ひろ

く「初
はつほりょう
穂料」と呼

よ
ぶようになりました。

【表紙写真説明】
新嘗祭で奉奏される豊栄の舞

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清



神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

御
案
内

紅
葉
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

森
厳
な
神
嶽
山
神
苑
に
て

紅
葉
を
楽
し
み
つ
つ

和
や
か
な
ひ
と
時
を…

10
月
２
日
㈰

　午
前
11
時
・
午
後
２
時

　
　10
日
㈪

　午
後
２
時
の
み

　
　16
日
㈰

　午
後
２
時
の
み

以
降
の
予
定
は
決
定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
雨
天
時
中
止
）

●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。●本年は12月13日にて閉苑となります。

神
楽
舞
と
雅
楽

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

毎月1日に限り特別に開庵します
どうぞご利用ください
◇午前10時30分／1席（約30分間）
◇午後１時30分／1席（約30分間）
　　　　　　各1席8名まで先着順

茶屋 和楽亭

茶室 直心庵

初めての方もお気軽に茶の湯に親しんでください
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第49回 菊花・写真展

10月15日 11：00人形感謝祭

▲平成27年宮司賞受賞作品

人
形
感
謝
祭

神
嘗
奉
祝
祭

明
治
祭

新
嘗
祭

午
前
11
時

午
前
11
時

午
前
8
時
30
分

午
前
10
時

15
日

17
日

3
日

23
日

10
月

11
月

煤
拂
祭

天
長
祭

師
走
大
祓
式

　
並
大
祓
祈
願
祭
並
除
夜
祭

神
徳
感
謝
祭

午
前
8
時
30
分

午
前
10
時

午
後
1
時

除
夜
祭
後

14
日

23
日

31
日

12
月

月
次
祭

毎
月
1
日
・
20
日

午
前
8
時
30
分

　人形奉斎殿では、お納め頂いた人
形を日々 お祓いするとともに毎月1日には
清祓式を斎行しておりますが、10月15
日の「人形の日」に合わせ、第5回人形
感謝祭を午前11時より斎行致します。
　人形は年間を通じお納め頂けます
が、是非この機会にご参列くださいます
ようご案内申し上げます。

　本年で49回を迎える菊花・写真展が11月10日～23日に開催されます。
　近隣の菊花会より出品される豪華絢爛な菊花約350点、寒川神社の
四季折々の様子を写した写真約150点が境内に展示されます。

〔写真展作品募集〕
平成28年11月10日～23日
寒川神社に関係のある未発表の作品
四ツ切・六ツ切・A4・B4・A5・B5サイズ（ワイド可）
1人5点以内
平成28年10月1日～31日
平成28年11月上旬（入賞者へ直接連絡）

■開催時期
■題　　材
■サ イ ズ
■出品点数
■応募期間
■入賞発表

※作品の裏に住所・氏名・電話番号・題目・撮影年月日を明記のこと

問い合せ 寒川神社 写真展係 ☎0467（75）0004
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南
地
方
に
本
格
的
な
夏
の
到
来
を

告
げ
る
浜
降
祭
が
茅
ヶ
崎
・
南
湖

の
浜
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
湘
南
の
夏
ら
し
い
好
天
の
中
、
寒
川
神
社

を
始
め
寒
川
町
・
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
す
る
34

社
、
39
基
の
豪
華
絢
爛
な
神
輿
が
朝
日
を
浴

び
つ
つ
集
結
し
、
お
よ
そ
10
万
人
の
観
衆
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
浜
辺
を
乱
舞
し
ま
し
た
。

海
で
の
禊
を
終
え
た
各
社
の
神
輿
は
御
神
威

も
新
た
に
各
社
へ
と
還
幸
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
浜
降
祭
の
帰
路
、
寒
川
４
社
の

神
輿
が
寒
川
駅
前
公
園
に
集
結
し
、
さ
む
か

わ
神
輿
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
東
日
本
大
震

災
と
本
年
４
月
に
発
生
し
た
九
州
・
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
祈
り
を
込
め
た
復

興
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

の
大
戦
に
お
い
て
祖
国
を
護
る
べ
く

戦
陣
に
散
り
、
戦
禍
に
倒
れ
た
英

霊
と
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
お
慰

め
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る
第
47
回
相

模
薪
能
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
本
殿
に
て
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
後
、

観
覧
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
演
目
は
、能「
俊
成
忠
度
」「
杜
若
」、

狂
言
「
二
人
袴
」。
夏
の
夜
空
の
下
、
篝
火

に
照
ら
さ
れ
る
御
本
殿
前
で
演
じ
ら
れ
る
日
本

の
伝
統
芸
能
は
見
る
者
全
て
を
悠
久
の
世
界
へ

と
誘
い
ま
し
た
。

神
社
の
旧
職
員
に
よ
り
組
織
さ
れ

る
「
寒
川
神
社
嶽
東
会
」
の
総
会

が
８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
１
月
に
逝
去
さ
れ
た
矢
田

部
正
巳
前
会
長
（
元
神
社
本
庁
総
長
・
前

三
嶋
大
社
宮
司
）
を
偲
ぶ
会
が
同
時
に
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
30
名
の
旧
職
員
が
集
ま
り
、
現

職
員
・
神
社
関
係
者
と
と
も
に
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
幹
事

会
に
て
新
会
長
に
北
海
道
神
宮
宮
司
・
吉
田

源
彦
様
が
選
出
さ
れ
、
総
会
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

職
を
目
指
し
日
々
勉
学
に
励
む
國

學
院
大
學
（
東
京
都
）・
皇
學

館
大
学
（
三
重
県
）
の
学
生
の

神
社
実
習
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
神
職
に
な
る
為
に
は
、
様
々
な
実
習
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
机
上
の
学
習
だ
け
で
は
得
が

た
い
実
務
面
で
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
目
的
の

一つ
で
す
。

　
学
生
た
ち
は
期
間
中
、
宮
司
講
話
・
禊
行

事
・
祭
典
奉
仕
助
勢
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て

神
職
の
あ
る
べ
き
姿
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

　
今
後
の
前
途
洋
洋
た
る
未
来
を
お
祈
り
し

ま
す
。

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
主
催
に

よ
る
年
に一
度
の
祭
式
研
修
会
が
参

集
殿
に
て
國
學
院
大
學
特
別
選
任

准
教
授
・
県
神
社
庁
祭
式
講
師
で
あ
る
小
野

和
伸
先
生
を
お
招
き
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
社
で
斎
行
さ
れ
る
祭
典
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
行
事
に
必
要
な
作
法
の
こ
と
を
「
神
社

祭
式
」
と
い
い
、
歩
き
方
や
礼
の
角
度
な
ど
時

と
場
合
に
よ
っ
て
詳
細
な
規
程
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
いっ
た
基
本
動
作
を
年
に一
度
再
確
認

し
、
日
々
の
神
明
奉
仕
に
活
か
す
べ
く
、
約
半

世
紀
に
亘
り
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
職
の
本
分
と
も
い
わ
れ
る
「
祭
祀
の
厳

修
」
を
胸
に
刻
み
込
む
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。神

社
を
崇
敬
す
る
商
工
業
者
・

個
人
で
組
織
さ
れ
る
「
寒
川
神
社

商
工
奉
賛
会
」
の
第
43
回
年
次

総
会
が
９
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
す
っ
か
り
恒
例
と
な
っ
た
総
会
後
の
春
風
亭

柳
之
助
師
匠
の
記
念
高
座
で
は
「
禁
酒
番

屋
」
が
披
露
さ
れ
会
場
は
明
る
い
笑
顔
で
溢

れ
ま
し
た
。

浜
降
祭

相
模
薪
能

湘

先

指
定
神
社
実
習

神

祭
式
研
修
会

県

嶽
東
会
総
会

当

社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

浜
降
古
式
祭

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

浜
降
祭

虫
送
り
祭

７
月

15
日

17
日

18
日

19
日

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学

　
　
　
指
定
神
社
実
習
受
入
れ

平
和
祈
願
祭

第
47
回
相
模
薪
能

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

嶽
東
会
総
会

８
月
13
〜
19
日

15
日

18
日

23
日

寒
川
神
社
全
総
代
会

県
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
祭
式
研
修
会

同
　
右

流
鏑
馬
神
事
復
興
50
年
記
念
展
示

や
ぶ
さ
め
教
室

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

商
工
奉
賛
会
年
次
総
会

例
祭
宵
宮
祭

　
　
並
流
鏑
馬
神
事
復
興
50
年
奉
告
祭

流
鏑
馬
神
事

例
祭

安
藤
由
勝
大
人
命

　
伊
集
院
直
彦
大
人
命
他
命
等
慰
霊
祭

末
社
御
祖
神
社

　
　
　
秋
季
霊
祭
（
例
祭
）
並
合
祀
祭

末
社
宮
山
神
社
例
祭

高
座
氏
子
総
代
会
総
会

９
月

1
日

5
日

9
日

10
〜
25
日

11
日

19
日

20
日

22
日

29
日

30
日

月
次
祭
（
９
月
20
日
は
除
く
）

毎
月
１
日・
20
日

商
工
奉
賛
会
総
会

当

［写真］①浜降祭　②能「杜若」　③祭式研修会　④落語「禁酒番屋」

❶

❷

❸

❹

嶽
東
会

　吉
田
新
会
長
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例祭 御神徳への感謝と
　　更なる繁栄を祈念

釈由美子氏ご参拝
　７月１５日、女優の釈由美子氏
がご参拝されました。
　折々にご参拝頂いております
が、今回はご長男様の初宮詣に
お越し頂きました。
　寒川大明神の御加護を戴か
れまして、お子様の健やかなご成
長をお祈り致します。

　７月１８日、世界一お洒落な男たちといわれる「SAPEUR（サプール）」の面々が
参拝されました。
　サプールとは、アフリカのコンゴ共和国（首都：ブラザヴィル）を拠点とする「エ
レガントであることに全てを捧げる」"SAPE（サップ）"と呼ばれるファッション美学
を持った集団のことで、今回はとあるブランドのイベント出演と、専属カメラマン
茶野邦雄氏のサプール撮影のために６名が来日。日本各地を旅するにあたり、当
神社にて、「日本を旅するサプール」のイベントと撮影旅行の成功祈願をしました。
　偶然にも参拝当日は浜降祭。海での禊を終えた神輿が境内を乱舞する中、突
如カラフルなサプールたちが登場し、和と洋の文化が混ざり合ったような不思議
な雰囲気に包まれました。
　御祈祷中の神妙な面持ちからは、単に奇抜なファッションを楽しむだけではな
い、異国の神とも真摯に向きあう信仰心篤き姿を感じ取ることができました。
　日本と比べると決して裕福とはいえず、度重なる紛争の中で、月給の何倍もする
洋服を買い「心は豊かに、毎日に感謝し、精一杯楽しむ」「武器を捨ててファッ
ションを楽しみエレガントに生きる」という信条を貫く彼らは、正に「平和」を身に
纏っているのかもしれません。

　
当
神
社
年
間
祭
典
の
中
で
最
も
重
儀
で
あ

る
例
祭
が
、９
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
に
亘
っ

て
寒
川
大
明
神
の
御
神
恩
へ
の
感
謝
と
更
な

る
繁
栄
を
祈
念
し
、
盛
大
且
つ
厳
粛
裡
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
19
日
は
、
午
前
10
時
よ
り
寒
川
大
明
神
を

崇
敬
す
る
全
国
の
商
工
業
者
で
組
織
さ
れ
て

い
る
商
工
奉
賛
会
々
員
の
、
日
々
に
お
け
る
営

業
へ
の
感
謝
と
益
々
の
繁
栄
を
祈
る
商
工
祈

願
祭
と
、
神
池
橋
前
に
例
祭
を
奉
祝
し
て
提

灯
を
献
灯
さ
れ
た
方
々
の
献
灯
奉
告
祭
が
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
復
興
50
年
を
迎

え
た
流
鏑
馬
神
事
が
滞
り
な
く
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　
翌
20
日
の
午
前
10
時
に
は
例
祭
が
斎
行
さ

れ
、神
社
本
庁
よ
り
の
幣
帛
を
奉
り
、御
多
忙

中
に
も
拘
り
ま
せ
ず
お
越
し
頂
き
ま
し
た
神

社
本
庁
総
長 

田
中
恆
清
様
を
は
じ
め
責
任

役
員
・
氏
子
総
代
・
全
国
各
地
の
崇
敬
者

多
数
が
参
列
さ
れ
、
大
前
に
玉
串
を
捧
げ
拝

礼
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
御
神
前
で
は
巫
女
に

よ
る
神
前
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
流
麗
か
つ
厳

か
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
接
近
に
伴
う
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
両
日
に
亘
り
献
茶
・
献
花
・
献
句
・

盆
栽
展
・
水
石
と
美
石
展
・
奉
納
演
芸
・

神
輿
渡
御
な
ど
の
多
く
の
神
賑
行
事
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
例
祭
を
お
祝
い

致
し
ま
し
た
。

SAPEUR
サ プ ー ル

世界一
お洒落な男た

ち
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　ニューヨークは人口８４０万人
を抱える全米最大、世界有数
の大都市です。アメリカの歴史
を紐解くと、この街は昔から移民
が到着するゲートシティであり現
在でも人口の３７％約３００万人が
外国生まれの移民との統計があ
ります。市内人口の多くが国外

で生まれ、その二世・三世も多数おり、街を歩いていて
も様 な々背景を持つ人々が入り混じって暮らしている様は
まさに「人種の坩堝」と呼ぶにふさわしい街です。
　私が大学生の頃はいわゆるグローバリゼーション論が
盛んで、国家という概念はやがてなくなると囁かれていま

した。その中でもニューヨークは人種が交じり合った象徴
例であり、色 な々人種がごった煮になり溶け合っていく「メ
ルトポット」を体現した街であると習った記憶があります。
　しかし、実際現地に足を運んでみると、母国の習慣
や宗教を何世代にも亘って大切にしつつ、特定の地域
で自らのコミュニティーを守り続けている人達が点在してい
ます。様 な々文化や人種・宗教が溶け合って一つのア
メリカになるという思想により構成される社会を「サラダボ
ウル」と呼びますが、徐 に々アメリカ社会も多様な文化・
宗教の個性を認めるように変わってきています。
　私は職業柄、日系の宗教施設を見学する機会が多
かったのですが、教会を模した礼拝施設を建てるなどし
て、異文化的要素を薄める配慮がなされていた頃に比
べると、ありのままの宗教
が受け入れられる下地
ができつつあると感じまし
た。ニューヨークでの活
動中、等身大の神道を
受け入れてもらえる手応
えを実感できたのは幸せ
なことでした。

見 聞 録

第 2回 ニューヨークの民族模様
　　　 ― メルトポットとサラダボウル ―

《次回》
　ニューヨークにおける在留邦人と日系宗教との関係を紹介します

寒川神社 権禰宜　中 西 正 史

▲現地化の例 ― 天理教米国伝道庁

るつぼ
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木
支
店

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

安
藤
物
産
㈱

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
市
川

一
政
水
産
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
大
角
塗
装
工
業

大
村
紙
業
㈱

㈱
神
奈
川
中
宣

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈲
香
川
第
一
交
通

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈱
北
岡
本
店

熊
澤
酒
造
㈱

コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

V
M
海
老
名
支
店

酒
井

　米
男

㈱
サ
ン
ユ
ー

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
湘
南
山
鉄

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
鈴
木
製
餡
所

綜
合
警
備
保
障
㈱
湘
南
支
社

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
竹
中
工
務
店 

横
浜
支
店

㈱
永
沢
興
業

中
野
設
計
工
務
㈱

長
嶋
園

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈱
長
谷
川
製
作
所

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

人
の
森
㈱

㈲
平
成
工
業

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
浜
名

丸
髙
工
業
㈱

百
崎
製
菓
㈱

㈱
落
雁 

諸
江
屋

山
一
工
業
㈱

山
上
第
二
ビ
ル
ヂ
ン
グ

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
ロ
ピ
ア

西
ノ
坊
公
子

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈲
青
木
商
事

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱ 

湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
横
浜
支
店

㈱
阿
部

㈲
臼
井
青
果
店

㈲
壁
島
工
務
店

㈱
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

北
村
工
務
店

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
工
房
え
む
ま

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

さ
が
み
農
業
協
同
組
合
寒
川
支
店

㈲
鈴
野
農
機

ス
リ
ー
エ
フ
寒
川
宮
山
店

㈱
高
田

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

松
井
建
設
㈱

㈲
丸
井
紙
店

㈱
三
井
住
友
銀
行
藤
沢
法
人
営
業
部

㈱
結
商
会

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

眞
原
電
工

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
T
H
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　（順
不
同
・
敬
称
略
）
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文
治
３
年
（
一
一
八
七
）
８
月
15
日
、
源

頼
朝
が
鶴
岡
若
宮
（
現 

鶴
岡
八
幡
宮
）
に
て

放
生
会
を
開
催
、
そ
の
際
、
流
鏑
馬
神
事
を

奉
納
し
ま
し
た
。
流
鏑
馬
神
事
の
起
源
は
欽

明
天
皇
の
御
代
（
６
世
紀
頃
）
ま
で
遡
る
と

さ
れ
、
約
一
五
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、

時
代
ご
と
に
復
興
と
衰
退
を
繰
り
返
し
て
き
て

お
り
、
頼
朝
に
よ
る
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
奉
納
が

鎌
倉
期
に
お
け
る
流
鏑
馬
神
事
の
復
活
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
当
神
社
の
流
鏑
馬
神
事
は
、
少
な
く

と
も
鎌
倉
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
記
録
が
あ

り
ま
す
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
そ
れ
と
は
様
子
の

異
な
る
、
独
自
の
形
式
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

（「
古
式
」流
鏑
馬
）。当
神
社
に
は
古
く
か
ら「
社

人
」
と
い
わ
れ
る
制
度
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
神
事
を
分
担
し
て
奉
仕
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、流
鏑
馬
を
司
る
家
筋
の
者
を
「
馬
太
夫
」

と
称
し
て
い
ま
し
た
。

　
代
々
、
そ
の
馬
太
夫
が
「
古
式
」
流
鏑
馬
を

継
承
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
徐
々
に
そ
の
継
承
が
困
難
と
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
戦
後
も
し
ば
ら
く
は
従
来
の
形
式
が
保
た

れ
て
い
た
も
の
の
、
地
域
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、

生
活
様
式
の
変
化
や
農
業
の
機
械
化
な
ど
が
進

み
、
神
事
に
用
い
る
馬
の
調
達
や
「
古
式
」
流

鏑
馬
の
技
量
の
維
持
も
困
難
と
な
り
、
社
人
に

よ
る
復
興
は
ど
う
し
て
も
望
め
な
い
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
古
来
よ
り
伝
わ
る
神
事
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ

と
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
対
し
て

申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
文
化
の
継
承

に
携
わ
る
神
社
と
し
て
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
鎌
倉
に
金
子
有
鄰

と
い
う
流
鏑
馬
の
大
家
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と

で
、
当
時
の
瀧
本
宮
司
が
有
鄰
氏
を
訪
ね
、
寒

川
神
社
の
現
状
を
説
明
し
、
流
鏑
馬
の
復
興
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
「
相
模
國
一
之
宮
と
い
う
由
緒

深
い
寒
川
神
社
で
奉
仕
で
き
る
こ
と
は
、
自
分

に
と
っ
て
も
武
田
流
と
し
て
も
大
変
名
誉
な
こ
と

で
あ
る
。
武
田
流
の
続
く
限
り
奉
納
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
ご
快
諾
頂
き
ま
し
た
。
時
に
昭
和

40
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
武
田
流
第
34
代
司
家
・
金
子

有
鄰
氏
率
い
る
武
田
流
に
よ
り
復
興
第
１
回
目

の
流
鏑
馬
神
事
が
昭
和
41
年
９
月
19
日
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。「
古
式
」
流
鏑
馬
し
か
知
ら
な
かっ

た
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
、
豪
華
絢
爛
・
勇
壮

華
麗
な
絵
巻
物
は
大
変
な
驚
き
を
も
た
ら
し
た

に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
も
、
毎
年
９
月

19
日
に
奉
納
さ
れ
続
け
、
今
年
ち
ょ
う
ど
50
年

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
復
興
50
年
の
節
目
を
迎
え
た
本
年
の
流
鏑

馬
神
事
は
不
安
定
な
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

例
年
以
上
の
観
覧
者
を
お
迎
え
し
、
滞
り
な
く

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
の
流
鏑
馬
神
事
は
神
職
が
実
際
に
奉

仕
す
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
本
年
は
、
３
名
の

神
職
が
射
手
と
し
て
奉
仕
し
ま
し
た
。

　
疾
走
す
る
馬
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
日
本
の

伝
統
武
芸
は
見
る
者
全
て
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
も
多
く
の
的
を
射
抜
い
た
最
多
的

中
者
に
当
神
社
の
神
職
が
輝
き
、
復
興
50
年
の

佳
節
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

う
ま

ゆ
う
り
ん

だ

ゆ
う

特 
集

寒
川
神
社
流
鏑
馬
神
事
復
興
50
年

社頭動静
特別編

▲ニンジンもあげました

　９月 11 日、主に子供たちを対象とした「やぶさめ教室」を開
催し、あいにくの雨にもかかわらず約 1000 名の方々にご参加
頂きました。
　当日は、当神社が所有する流鏑馬奉仕馬、「平安」号と「飛鳥」
号の２頭が神事用の装飾をして登場し、装束を着けた射手が「流
鏑馬には五穀豊穣を祈る意味がある」という説明をしました。
　その後、参加した子供たちは、実際の神事に使われる弓で的め
がけて矢を放ったり、馬の背に載せる「和鞍」に跨ったりするなど、
射手の指導を受けながら、普段経験できない貴重な体験を通し
て、日本の伝統文化に直接触れ合ってもらうことができました。
　実際に馬を間近で見た子供たちは笑顔に溢れていましたが、弓
の体験では一転して大人顔負けの真剣な表情に。次世代を担う
子供たちの真摯な姿勢は、とても心強く感じられました。

やぶさめ教室

　9月 10日より25日にかけて記念展示「馬と信仰」を開催し
ました。
　馬と神、馬と人とのつながりを紐解きながら、当神社の「古
式」流鏑馬から現儀の流鏑馬に至るまでの各種資料を展示し
ました。
　今回は、神宮式年遷宮の御装束神宝と当神社所蔵の刀剣を
同時公開し、期間中約 2500 名の皆様にご見学頂きました。
　この度の記念展示にあたり、貴重な資料の展示にご協力頂き
ました関係各位に衷心より御礼申し上げます。

　当神社少年館生
が描いた流鏑馬に
関する絵を参道灯
籠に掲示し、夜間
ライトアップを実
施しました。

●過去に流鏑馬神事を観覧したことはあった
が、その意義まではなかなか理解できていな
かった。今回の展示でそれを知ることができ、
今後は流鏑馬を見る視点が変わると思う

●子供と一緒に見学したが、中学生の娘は学
校の歴史の授業と重なることもあったようで、
子供も楽しめる展示であった

記念展示 「馬と信仰」

少年館生参道飾り灯籠

記念行事開催

期間中寄せられた声

またが
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青少年だより

夏の思い出

動  静
 3日 育成総会（CS・BS・VS・RS）
  育成総会（少年館）
 18日 神輿パレード国旗持ち奉仕（VS・RS）
 20日 終業式（少年館）
 23～24日 お泊り会（少年館）
 31日 水泳訓練（CS）

７月

 6～10日 第12回神社スカウト全国大会
  　　　　　　　　　　（CS・BS・VS・RS）

 8～10日 夏季錬成会（少年館）

８月

 1日 始業式（少年館）
 11日 BS江南地区発足40周年記念大会
  　　　　　　　　　　　　　（CS・BS・VS・RS）

 25日 観劇会（少年館）

９月

スカウト募集中！
小学2年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館

　今回の青少年だよりは、スカウト・少年館生たち
が過ごした夏を振り返ります。
　BS寒川第2団は8月6日～9日にかけて、三重県
営総合競技場で開催された第12回神社スカウト全
国大会に参加しました。
　事前の訓練キャンプを行うなど、準備も抜かりなく。
　全国大会は、北は北海道から南は鹿児島までの
神社スカウトと、海外からの招聘団体として台湾・
マレーシアからのスカウトも加わり、総勢1500名
以上の参加者が「神様に笑顔であいさつ和の心」
を合言葉に、日頃鍛えた知識と技能で各プログラ
ムに挑みました。

　期間中スカウトたちは開会式・伊勢神宮への参
拝行進・大集会といった全部門合同での活動の他、
各部門に別れた独自のプログラムを展開しました。
　カブ隊は二見ヶ浦近くに舎営。白い砂浜での海
水浴や鳥羽水族館の見学などを楽しみました。
　ボーイ隊とベンチャー隊は、競技場内にテントを
張っての野営に臨み、自炊生活を送りつつ自作の
褌・鉢巻を着けて五十鈴川での禊行事体験のほか、
史跡探訪ハイク・川遊びなどを行い、限られた時間
の中でしたが、自主率先の働きを参加者それぞれ
が示し有意義な大会となりました。
　寒川神社少年館の館生たちは、7月23日・24日の
日程でお泊り会を開催。多摩動物公園見学の他、

お隣の興全寺にて座禅体験を行い、寒川青年会議
所主催の流しそうめんにも参加しました。
　また、8月9日・10日、伊勢での大会を終えたBS
と合流し、合同の錬成会を行いました。
　岐阜県各務原市の航空宇宙科学博物館を見学
し、各務原少年自然の家にてキャンプファイヤー。
翌日は飯田市の天竜川へ移動しBSはラフティン
グ、少年館はブルーベリー狩りと舟下りをそれぞれ
楽しみ、今年の夏の思い出をたくさん作って帰りま
した。
　真っ黒に日焼けした子供達はかっこよくて、少し逞し
くなって帰って来た様に思えます。

 

三
大
祭

　
11
月
23
日
、
勤
労
感
謝
の
日
に

新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
神
社
で
は
一
年
を
通
し
て
様
々

な
祭
典
が
あ
り
、
そ
の
規
模
に
よ
っ

て
大
祭
・
中
祭
・
小
祭
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で

多
種
多
様
な
祭
典
が
斎
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、２
月
17
日
に
斎
行
さ
れ

る「
祈
年
祭
」、
11
月
23
日
に
斎
行

さ
れ
る
「
新
嘗
祭
」、
そ
し
て
当
神

社
で
は
９
月
20
日
に
斎
行
さ
れ
、

神
社
に
お
い
て
最
も
重
儀
と
さ
れ

る「
例
祭
」の
３
つ
を
合
わ
せ
て「
三

大
祭
」と
い
い
、ど
の
神
社
に
あ
っ
て

も
必
ず
大
祭
で
斎
行
さ
れ
ま
す
。

 

日
本
人
と
稲
作

　
で
は
、
な
ぜ
祈
年
祭
と
新
嘗
祭

が
大
祭
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
に
は
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
と〝
稲
作
〞と
の

間
の
深
い
関
係
性
を
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　「
記
紀（
古
事
記
と
日
本
書
紀
）」

に
よ
る
と
、
伊
勢
の
神
宮
の
御
祭

神
で
あ
り
日
本
国
民
の
総
氏
神
と

も
い
わ
れ
る
天
照
大
御
神
は
、日
本

を
豊
か
で
平
和
な
国
に
す
る
た
め

に
、孫
に
あ
た
る
邇
邇
芸
命
に
３
つ

の
大
切
な
教
え
を
説
き
、
高
天
原

か
ら
地
上
へ
と
降
臨
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が
有
名
な「
天
孫
降
臨
」で
す
。

こ
こ
に
い
う
３
つ
の
教
え
の
こ
と
を

「
三
大
神
勅
」
と
い
い
、
そ
の
一つ
が

「
斎
庭
の
稲
穂
の
神
勅
」
と
い
わ
れ

る
教
え
で
す
。

　
こ
の
神
勅
は
、「
天
上
界
で
育
て

て
い
る
稲
を
地
上
で
も
育
て
、
地

上
の
国
も
天
上
界
と
同
様
に
、
実

り
豊
か
な
安
定
し
た
国
に
し
な
さ

い
」と
い
う
教
え
で
あ
り
、
日
本
の

稲
作
文
化
の
根
源
と
も
い
え
る
も

の
で
す
。

　
つ
ま
り
、わ
が
国
の
稲
作
は
神
様

か
ら
頂
い
た
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

太
陽
の
恵
み
と
神
様
よ
り
祖
先
へ

と
受
け
継
が
れ
た
農
業
技
術
に

よ
っ
て
日
本
民
族
の
生
活
の
基
本

が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

 

神
と
の
約
束

　
天
皇
陛
下
が
、
皇
居
に
あ
る
神

田
に
て
田
植
え
や
稲
刈
り
を
御
自

ら
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、〝
稲

作
〞を
行
い
日
本
を
豊
か
な
国
に

す
る
と
い
う
天
照
大
御
神
か
ら
の

御
教
え
を
守
り
、そ
れ
を
広
め
る
と

い
う
使
命
を
果
た
さ
れ
続
け
て
い

る
か
ら
な
の
で
す
。

　
こ
こ
で
も
う
一
度
２
つ
の
祭
典
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
祈
年
祭
」は

春
の
初
め
に
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す

る
祭
典
で
あ
り
、「
新
嘗
祭
」
は
秋

に
神
々
の
恵
み
に
よ
る
豊
か
な
稔

り
を
、御
神
前
に
供
え
て
そ
の
お
礼

を
申
し
上
げ
る
祭
典
で
す
。ど
ち
ら

も〝
稲
作
〞に
関
係
す
る
も
の
な
の

で
す
。

　
基
本
的
に
、
神
社
で
斎
行
さ
れ

る
祭
典
の
多
く
は
農
業
、と
り
わ
け

稲
作
に
関
わ
る
祭
典
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、〝
米
〞こ
そ
が
日
本
人
の

生
活
の
基
盤
で
あ
る
か
ら
に
外
な

り
ま
せ
ん
。五
穀
豊
穣
を
祈
る
「
祈

年
祭
」と
、
豊
作
に
感
謝
す
る「
新

嘗
祭
」が
、
科
学
技
術
が
格
段
に
進

歩
し
た
現
代
に
お
い
て
も
、
全
国
の

神
社
で「
大
祭
」で
奉
仕
さ
れ
る
の

は
、
神
代
か
ら
伝
わ
る
約
束
を
守

り
続
け
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

 

稔
り
へ
の
感
謝

　
当
神
社
の
新
嘗
祭
で
も
毎
年
、

役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
な
ど

大
勢
の
方
が
参
列
さ
れ
、
五
穀
豊

穣
・
産
業
の
振
興
を
感
謝
申
し
上

げ
る
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
く
、新
米
を

は
じ
め
白
酒
や
農
産
物
が
御
神
前

に
所
狭
し
と
奉
献
さ
れ
、神
の
恵
み

に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
皇
室
の
御

安
泰
、
崇
敬
者
各
位
の
弥
栄
が
祈

念
さ
れ
ま
す
。

新嘗祭
にいな め さ い

あ
ま
て
ら
す
お
お
み

か
み

に

に

ぎ
の
み
こ
と

し
ん
ち
ょ
く

ゆ

に
わ
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祝 人生儀礼祝 人生儀礼

本
年
3
月
か
ら
寒
川
病
院
で
お
世
話
に
な
って
い

ま
す
整
形
外
科
医
の
千
代
倉
吉
宏
と
申
し
ま
す
。

東
京
都
出
身
、
茨
城
県
の
筑
波
大
学
を
卒
業

後
様
々
な
力
に
押
し
流
さ
れ
る
よ
う
に
生
き
て
き

ま
し
た
ら
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
の
病
院

を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
は
ご
縁
が
あ
っ
て
今
ま
で
あ
ま
り
縁
の
な

か
っ
た
神
奈
川
県
の
寒
川
町
に
勤
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
に
興
味
を
持

ち
日
本
整
形
外
科
学
会
、
日
本
関
節
鏡
・
膝
・

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
学
会
、
日
本
体
育
協
会
、
関

東
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
等
で
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

ご
相
談
の
相
手
は
主
に
ラ
グ
ビ
ー
、
テ
ニス
、
ゴル

フ
等
を
中
心
に
学
生
、
社
会
人
が
主
で
仕
事
だ
か

趣
味
だ
か
解
ら
な
い
よ
う
な
仕
事
を
結
構
楽
し
み

な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
整
形
外
科
医
と
し
て
は
膝
関
節
を
専
門

と
し
手
術
手
技
の
向
上
や
学
会
活
動
な
ど
に
力

を
入
れ
て
き
た
つ
も
り
で
す
。こ
れ
も
趣
味
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
が
。

し
か
し
勤
務
医
と
し
て
の
人
生
も
終
盤
に
差

し
掛
か
っ
て
き
た
の
を
感
じ
何
時
ま
で
も
若
い
人

と一
緒
に
遊
ん
で
い
る
年
で
も
な
く
な
り
、
ま
た
自

分
の
体
に
も
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
医
者
と

し
て
の
原
点
に
戻
っ
て
み
る
の
も
良
い
か
と
考
え
始

め
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
折
に
、
寒
川
病
院
に
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
少
し

で
も
こ
の
町
の
お
役
に
立
て
る
整
形
外
科
医
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
寒
川
神
社
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
程
度
の
知
識
で
や
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で

具
体
的
に
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
何
が
出
来
る

の
か
は
っ
き
り
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
前
か
ら
医
学
よ
り
は
文
学
、
歴
史
の
方
に
興

味
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
早
速
寒

川
町
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寒
川
神
社
を
中
心
に
氏
子
さ
ん
力
で
発
展
し

て
き
た
町
か
と
漠
然
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、日

本
の
歴
史
が
凝
縮
し
た
興
味
深
い
町
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
神
社
が
で
き
る

よ
り
も
以
前
か
ら
人
々
の
生
活
は
あ
り
、
そ
の
歴

史
の
痕
跡
が
新
石
器
時
代
か
ら
町
内
に
存
在
し
、

古
墳
も
あ
り
、
由
緒
あ
る
神
社
、
寺
院
も
あ
り
、

鎌
倉
時
代
、
戦
国
時
代
の
武
士
の
流
れ
も
散
見

さ
れ
相
模
の
国
は
中
心
を
流
れ
る
相
模
川
の
恵

み
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
人
々
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
、し
か
も
こ
れ
ら
が
徒
歩
圏
内
に
集
約
さ
れ
て

い
る
ロマ
ン
溢
れ
る
町
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
楽
し
く

散
策
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

医
学
部
を
目
指
し
た
時
、
世
の
中
を
何
も
知

ら
な
い
高
校
生
が
考
え
て
い
た
の
は
人
の
役
に
立

ち
た
い
、世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

若
い
時
に
ス
ポ
ー
ツ
で
好
成
績
を
目
指
す
の
も

悪
く
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
。高
齢
に
な
っ
た
時
に

い
か
に
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
健
康
に
楽
し
い
人
生

を
送
る
か
と
い
う
こ
と
は
誰
に
で
も
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

病
気
で
倒
れ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
面
も

あ
り
ま
す
が
、
病
気
で
も
な
い
の
に
た
だ
加
齢
の
た

め
に
体
力
を
落
と
し
て
寝
た
き
り
の
人
生
を
送
る

の
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

寒
川
の
町
で
整
形
外
科
医
と
し
て
お
力
に
な

れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
は
、
こ
ん
な
こ
と
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
何
か
お
力
に
な

れ
そ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
っ

し
ゃっ
て
下
さ
い
。

さ
て
此
処
で
私
に
何
が
で
き

る
か
で
す
。最
先
端
の
医
療
を

目
指
し
て
き
た
の
も
良
い
の
で
す

が
現
状
で
は
な
か
な
か
困
難
で

す
。ま
た
そ
の
よ
う
な
医
療
を
目

指
し
て
い
る
医
者
や
病
院
は
周

辺
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病院
だより 宗教法人 寒川神社 寒川病院 リハビリテーション科 医長

整形外科 千代倉 吉宏
千 代 倉 医 師よりご 挨 拶

適
量
は
く
す
り
と
ば
か
り
処
暑
の
酒 

芹
澤
　
徳
光

盆
踊
り
小
さ
な
村
の
大
き
な
輪 

倉
谷
　
節
子

音
の
し
て
闇
ば
か
り
な
り
遠
花
火 

根
岸
　
君
子

旱
田
や
鋳
型
の
ご
と
き
足
の
跡 

菅
沼
　
保
幸

地
下
足
袋
の
ま
ま
に
足
組
み
三
尺
寝 

飛
石
　
槿
花

置
き
去
り
の
雑
誌
の
頁
処
暑
の
風 
石
原
美
枝
子

汲
み
置
き
の
木
桶
に
丸
く
水
澄
め
り 
宮
入
　
つ
る

山
の
日
や
見
え
な
い
山
を
見
て
ゐ
た
り 

露
木
て
る
子

何
も
か
も
昨
日
の
ま
ま
残
暑
か
な 

金
子
　
つ
ぢ

花
火
待
つ
み
ん
な
呼
吸
を
揃
え
お
り 

四
ツ
車
梢
月

朝
刊
の
折
目
き
っ
ち
り
涼
新
た 

岩
田
美
代
子

目
か
く
し
の
少
年
剣
士
西
瓜
割
り 

竹
村
真
砂
美

平
和
へ
の
祈
り
変
ら
じ
星
流
る 

猿
渡
　
弥
生

咲
き
揃
う
朝
顔
路
地
の
色
と
な
り 

松
本
美
智
子

流
星
や
言
い
そ
び
れ
た
る
事
思
う 

菅
沼
う
め
の

処
暑
迎
え
烏
揚
羽
の
影
お
と
す 

原
野
　
楽
天

背
の
子
も
手
足
動
か
し
盆
踊 

吉
岡
　　
　

流
れ
星
名
簿
の
友
の
一
つ
消
ゆ 

伊
藤
　
公
一

流
れ
星
外
に
出
て
見
て
見
つ
け
た
の 

鈴
木
フ
ミ
子

故
郷
へ
の
直
航
便
や
秋
燕 

松
村
　
信
篤

病
窓
の
死
角
に
聞
く
や
遠
花
火 

天
沼
　
子
平

金
魚
い
ま
休
ん
で
い
た
り
夜
の
は
じ
め 

皆
川
志
ん
ご

小
雨
降
る
露
天
風
呂
に
し
み
じ
み
と
こ
の
幸
せ
は
こ
の
先
幾
年 

徳
江
　
道
子

友
言
い
し
ち
ょ
っ
と
お
し
や
れ
ら
し
き
可
愛
ゆ
き
小
鳥
が
庭
に
来
て
お
り 

宇
田
川
時
子

川
の
中
十
羽
の
子
ガ
モ
母
さ
が
し
右
往
左
往
で
釣
り
人
苦
笑 

土
屋
ト
ミ
子

朝
に
咲
き
昼
に
は
閉
じ
る
露
草
の
名
残
の
藍
色
侘
び
し
み
て
見
る 

山
口
　
幸
子

爽
や
か
な
五
月
の
風
に
運
ば
れ
て
三
人
目
の
曾
孫
「
優
華
」
誕
生 

山
根
喜
美
代

細
き
茎
浮
き
葉
の
中
ゆ
抜
き
ん
出
て
烏
帽
子
形
な
し
咲
く
を
待
つ
蓮 

亀
山
　
文
子

風
邪
癒
え
て
「
い
ざ
若
冲
展
」
と
思
い
し
も
三
時
間
待
ち
と
聞
き
て
諦
む 

安
藤
　
　
慧

雨
上
り
畑
の
向
日
葵
つ
ぎ
次
と
花
枝
の
増
え
て
華
や
か
に
咲
く 

川
島
惠
美
子

波
の
這
う
ご
と
く
に
序
曲
奏
で
ら
れ
舞
台
に
ひ
び
く
筑
前
琵
琶
の
音 

平
澤
ま
さ
え

梅
雨
空
に
朝
霧
の
立
ち
棚
曇
る
目
覚
め
て
し
ば
ら
く
ぼ
ん
や
り
と
い
る 
　
田
　
幸
子

「
餌
あ
げ
」
や
「
水
あ
げ
」
普
通
に
使
わ
れ
し
「
餌
や
り
」「
水
や
り
」
古
き
言
葉
に 
宮
治
友
美
枝

盆
近
く
思
い
出
さ
る
る
母
の
事
笑
顔
で
話
す
や
さ
し
言
葉
も 

岡
元
　
芳
子

昨
夜
の
雨
に
潤
ふ
畑
土
黒
々
と
畝
に
野
菜
の
双
葉
も
光
る 

杉
本
　
照
世

寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

人
　
事

◆
昇
　進

〈
神
　社
〉

禰

　宜

　
　
　
　
　前
島

　
　正

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

　平
成
二
十
八
年
九
月
十
日神

社
本
庁

権
禰
宜

　
　
　
　
　長
谷
川

　潤

権
禰
宜

　
　
　
　
　櫻
井

　貴
基

神
職
身
分
二
級
と
す
る

　平
成
二
十
八
年
九
月
一
日神

社
本
庁

主

　典

　
　
　
　
　三
浦

　彩
夏

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

　平
成
二
十
八
年
九
月
一
日神

社
本
庁

◆
採
　用

〈
寒
川
病
院
〉

看
護
師

　
　
　
　
　宮
川

　啓
子

看
護
師

　
　
　
　
　野
田

　知
会

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

看
護
師

　
　
　
　
　根
岸

　浩
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
十
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士

　
　
　竹
内

　清
忠

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

◆
退
　職

〈
神
　社
〉

巫

　女

　
　
　
　
　竹
田

　涼
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日

巫

　女

　
　
　
　
　塩
田

　萌
佳

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看
護
師

　
　
　
　小
関

　恵
利
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日

看
護
師

　
　
　
　
　片
野

　陽
介

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日

看
護
師

　
　
　
　宇
戸

　由
美
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

第
70
回 

奉
灯
句
会
開
催

朝
顔
や

　 

も
う
豆
腐
屋
の

　
　
　
　
起
き
て
を
り

寒
川
町 

飛
石 

槿
花

一
之
宮
賞

９
月
４
日
、
寒
川
俳
壇
主
催
に
よ
る
奉
灯
句
会
が
開
催
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
句
に一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

午前
月 火 水 木 金 土

午後
◯ ◯

◯
◯

◯

千代倉医師診療日

し
ょ
し
ょ

ひ
で
り
だ

と
　 

り

り
ょ
う
あ
ら

せ
な

13 12



師　走
「12月」

霜　月
「11月」

神無月
「10月」
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編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

食
前
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
食
後
の
「
ご
ち
そ

う
さ
ま
」。

日
本
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
違
和
感
な
く
使
っ
て

い
る
言
葉
で
す
。で
も
、こ
の
言
葉
、日
本
独
特
の
表

現
だ
と
い
う
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
？

英
語
で
は
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
さ
あ
、
食
べ
よ
う
」と
か「
美
味
し
い
料
理
を
あ

り
が
と
う
」な
ど
と
表
現
す
る
み
た
い
で
す
。

日
本
で
は
、
食
べ
物
は「
神
の
恵
み
」で
あ
り
、
命

あ
る
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
考
え
が
あ
る

た
め
、
作
っ
て
く
れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
神
に

対
す
る
感
謝
が
込
め
ら
れ
る
の
で
す
。

海
外
で
も
食
べ
物
に
感
謝
す
る
気
持
ち
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
こ
う
い
う
表
現
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
…
心
を
込
め
て「
い
た
だ
き
ま
す
」。

（
亙
）

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』
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流鏑馬神事復興50年
記念行事開催

特　集 神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の

神
かみ

様
さま

って何
なん

人
にん

くらいいるの？ 初
はつほりょう

穂料って何
なに

？
まずは、神

かみ
様
さま
の数
かぞ
え方
かた
は知

し
っていますか？「～人

にん
」とか「～

名
めい
」ではなく、正

せい
解
かい
は「～柱

はしら
」です。

さて、神
かみさま
様が何

なんはしら
柱くらいいらっしゃるのかという質

しつもん
問

ですが、正
しょうじき
直なところ分

わ
かりません。寒

さむかわじんじゃ
川神社には

寒
さむかわひこのみことさま
川比古命様と寒

さむかわひめのみことさま
川比女命様の二

ふたはしら
柱の神

かみさま
様がいらっ

しゃいますが、日
にほんぜんこく
本全国ではどうかというと…。よく、

八
やおよろず
百万の神

かみさま
様といいますが、これは800 万

まんはしら
柱という実

じっさい
際

の数
かず
を表
あらわ
しているのではありません。数

かぞ
えきれないほど

多
おお
いという意

い み
味なのです。

古
ふる
くより日

にほん
本では全

すべ
ての物

もの
に神
かみさま
様が宿

やど
ると考

かんが
えられてきました。

自
じぶん
分たちの周

まわ
りには神

かみさま
様が大

おおぜい
勢いらっしゃいます。いつ

も色
いろいろ
々な神

かみさま
様が見

みまも
守ってくれていると思

おも
うと心

こころづよ
強いです

が、常
つね
に正
しょうじき
直に過

す
ごさなければいけないのです。

神
じんじゃ
社ではお守

まも
りやお札

ふだ
の値

ねだ ん
段のことを「初

はつほりょう
穂料」とい

います。
では「初

はつほ
穂」とは何

なに
かというと、その年

とし
に初
はじ
めて収

しゅうかく
穫され

たお米
こめ
のことをいいます。古

ふる
くから日

にほん
本では、この初

はつほ
穂を

豊
ほうさく
作に対

たい
する感

かんしゃ
謝のしるしとして神

かみさま
様にお供

そな
えする風

ふうしゅう
習が

あります。これは現
げんざい
在でも受

う
け継

つ
がれており、秋

あき
の「新

にい

嘗
なめさい
祭」には初

はつほ
穂がお供

そな
えされます。

本
ほんらい
来は「初

はつほ
穂」をお供

そな
えすることにより、神

かみさま
様に対

たい
する感

かん

謝
しゃ
の気

き も
持ちを表

あらわ
すのですが、実

じっさい
際にお米

こめ
を作
つく
っていない

人
ひと
はお供

そな
えをすることができません。

そこで「初
はつほ
穂」の代

か
わりにお金

かね
をお供

そな
えするようになった

のです。そして現
げんざい
在では神

じんじゃ
社にお供

そな
えするお金

かね
のことを広

ひろ

く「初
はつほりょう
穂料」と呼

よ
ぶようになりました。

【表紙写真説明】
新嘗祭で奉奏される豊栄の舞

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清


